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 先週流行したインフルエンザは今週に入り感染者が少数となり、落ち着いた学校

生活を送ることができました。ご家庭での感染対策への協力に感謝申し上げます。 

 明日から少し長い１７日の冬季休業となりますが、どうか健康管理に注意して

有意義にお過ごしください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《終業式の校長式辞より》 

本日をもって第２学期８２日が無事終了できますこと、大変うれしく思います。 

 今学期は、先週のインフルエンザ感染拡大による学年閉鎖を受け、いつもより３～４日短い授業

日数となってしまったこと残念に思っています。 

さて、今学期を振り返ってみますと、晴天の中で開催されたミニ運動会や全校生が協力して取り

組んだ翔空祭は、とても充実した記憶に残る活動ができたと思います。それはまた、一人一人が自

分の役割を自覚し、創意工夫をこらしながら協力して取り組んだ成果であるとも考えています。 

運動面では、死力を出し切ってチームの襷を繋いだ駅伝大会をはじめ、２年生中心の新チームと

なり力を合わせて戦った新人戦や協会主催等の各種大会がありました。そして、文化面では１１月

に文化センターで３年生が「花は咲く」を見事に歌い上げた音楽学習発表会や喜久田町少年の主張

発表会など、コロナ禍前に近い活動ができました。 

校内では、翔空祭以降に生徒会をはじめとするいろいろな組織で、３年生から２年生を中心とす

る役員に入れ替わりました。最近ではその役員の方々が様々な場面で活躍している姿を見ることが

でき、うれしさと共に頼もしさも感じられるようになってきました。今後とも喜久田中の中心とな

り、更なる活躍を期待しています。 

これからもインフルエンザをはじめとする感染症の再拡大が心配されていますので、様々な場に

応じたマスクの着用や手洗い・うがい・換気・消毒などの感染予防対策に万全を期しながら、健康

管理に留意し過ごしてください。この冬休みがみなさんにとって充実したものとなり、希望に満ち

た新年を迎えられることを願っています。 

 結びに、皆さんの教育活動を温かく見守り支えていただいたご家族のみなさまはじめ、関わって

いただいた多くの方々に感謝を申し上げ、式辞といたします。   

新年１月９日に、また元気な姿でお会いしましょう。 

タブレットの有効活用を 

 冬休みもタブレットの貸し出しを行います。自

分のペースで学習を進めるのに大変効果的な道

具の一つです。スタディー・サプリなどのソフト

を利用して、復習や難問への挑戦に役立ててくだ

さい。取り扱いは、丁寧にお願いします。 
冬至の朝焼け（駐車場から） 


